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日本のスマートシティの取り組みが、経済産業省のエネルギーを中心としたスマートコミュニティから議論が始まり、総務省のデータ活用型
都市OSづくり、データ連携基盤に変遷してきた中で、経済性や推進主体、需要家におけるメリットの不明確さが課題として挙げられてお
り、それらを解決するための取り組みを推進していく方向にあります。

日本におけるSmart Cityの推進
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https://www.meti.go.jp/committee/summary/0004633/pdf/018_04_00.pdf

https://www.meti.go.jp/committee/summary/0004633/pdf/018_04_00.pdf
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kokusentoc/dai39/shiryou3_2.pdf

 電力使用量の可視化
 節電（CO2削減）の為の機器制御
 ソーラー発電機等の再生可能エネルギーや

蓄電器の制御
etc..

HEMS

BEMS

FEMS

CEMS

CEMS: Cluster/Community Energy Management System
BEMS: Building Energy Management System
HEMS: Home Energy Management System
FEMS: Factory Energy Management System

経済産業省：スマートコミュニティ 総務省：データ活用型都市OS

人の動き

モノの振る舞い

建物の環境

モビリティの動き

交通・ﾓﾋﾞﾘﾃｨ
サービス

防災管理
サービス

観光・地域活性化
サービス

ｲﾝﾌﾗ・維持管理
サービス

健康医療
サービス

ｴﾈﾙｷﾞｰ管理
サービス

データ

データ

データ

データ

データ

データ

内閣府：データ連携基盤

 サービス共通で利用する機能を都市OSとして整備しつ
つ、各サービス機能を構築

 都市OSはデータ管理を含めた様々な機能を保持

 先端的サービス機能で必要なデータを流通させる基
盤を整備

 共通的に必要な基盤機能を極小化

https://www.meti.go.jp/committee/summary/0004633/pdf/018_04_00.pdf
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kokusentoc/dai39/shiryou3_2.pdf
http://www.generalvending.co.uk/products.php
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日本政府では、スマートシティを、新技術や官民各種のデータを活用した市民一人一人に寄り添ったサービスの提供や各種分野におけ
るマネジメントの高度化等により、都市や地域が抱える諸課題の解決を行い、また新たな価値を創出し続ける持続可能な都市や地域
と定義しています。

Smart Cityの定義
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基本理念

☑ 市民中心主義
” Well-Beingの向上“に向け、市民目線を意識し、市民自らの主体的な取組を
重視

☑ ビジョン・課題フォーカス
「新技術」ありきではなく、「課題の解決、ビジョンの実現」を重視

☑ 分野間・都市間連携の重視
複合的な課題や広域的な課題への対応等を図るため、分野を超えたデータ連携、
自治体を越えた広域連携を重視

基本原則

☑ 公平性, 包摂性の確保
全ての市民が等しくサービスを享受し、あらゆる主体が参画可能なスマートシティの実
現

☑ プライバシーの確保
パーソナルデータの利活用を進めるにあたり、市民のプライバシーの確保を徹底

☑ 運営面, 資金面での持続可能性の確保
地域に根ざした持続的なスマートシティの実現に向け、運営面、資金面での持続可
能性を確保

☑ セキュリティ,レジリエンシーの確保
プライバシー保護や災害等の緊急事態への備えとしてセキュリティ、レジリエンシーを
確保

☑ 相互運用性・オープン性・透明性の確保
都市OSにおける相互運用機能、オープンなデータ流通環境、意思決定プロセス等
における透明性等を確保

エネルギー・水・廃棄物、金融、自動走行・自動配送、教育、
見守り・安全、健康・医療・介護、防災

スマートシティガイドブック（概要版）

https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/smartcity/00_scguide_s.pdf
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Smart Cityとは利用者のQoL向上のため、データの把握、収集、分析と検証を踏まえたサイクルを実現することになると弊社は考えま
す。

IT活用の視点から見たSmart City
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データの把握
IoT、センサー、Touch

Panelあるいは車両など現場
での情報把握

収集
現場データの収集・蓄積によ

るBig Data構築

分析・最適化
Big Data活用による各種

サービスの最適化

Digital Twin
現実世界の論理世界への投影／施策の検証

 センサーやIoTの進歩で今まで実現できなかった現場データの把握が可能に

 Networkが身近なものになり、把握されたデータを収集することも容易に

 収集したデータの分析、共有、最適化をAI/MLを使って考えることが可能に

 最適化とかの検討や導入はいきなり行うのではなく、Digital Twinという環境でシミュレーションなど事前検証が図られるので、想定効果と導
入実績を比較しながら実施可能に
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データ連携基盤の検討する上で、①複数サービス間連携と、②共用データ整備という2つのアプローチがあると弊社は考えます。

データ連携基盤検討のアプローチ
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住民
利用者

公共交通地図公共施設
自治体
基礎情報

決済手段
病院 学校

介護施設

Etc

需要予測

配車計画

On-Demand
交通サービス

施設
予約情報

サービス固有データ
＝競争領域

データ連携基盤
データ仲介（Broker）

サービス間共用データ
＝協調領域

① 複数サービス間連携

複数のサービスを実現する中で、個別
サービスの競争領域と強調領域のすみ
分けを行い、データ連携基盤を実装

② 共用データ整備

庁内業務のEBPM推進からオーブン
データの形で各種サービスでの利活用
が見込まれるデータの標準化を通して

データ連携基盤を整備

例えば、On-Demand交通サービスにおいて、需要予測やそれに伴う配
車計画はサービス競争力の独自情報（＝コンピテンシー）だが、その時
に、医療施設の予約状況（＝他領域連携）や公共交通などの他領域

からの情報（＝協調領域の情報）

例えば、地域内の地図の情報、居住データの情報、都市内での共通決済など、EBPMを推進する庁
内業務だけではなく広くサービスで利用可能な情報（＝強調領域の情報）

防災 エネルギー
水、廃棄物

見守
安全

教育 金融 健康
医療・介護

自動運転
自動配送



Copyright © 2023, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

行政が地域のサービス提供状況や地理的状況などのデータを収集・可視化し、住民に住みやすい環境を提供するためのスマートシティ
を実現するプラットフォームを導入する際のイメージを整理しました。

IoTを活用したSmart Cityの実現
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行政・自治体・企業

気温、風速、天気や
大気の状況など

河川の水位、水
量など

行政施設でのイベント、利
用状況、予約など

公共駐車場の
空き状況など

ゴミの収集状況、分
別の実施状況

公共工事の実施場所
や進捗状況など

交通渋滞や事故状況、
観光客流動状況など

データ収集（IoTセンサーデータ等）

住民向けポータル
カタログ提供、ダッシュ
ボードや状況の視える化

住民プログラム
住民向けサービス紹介や

利用履歴管理
料金精算

サービス利用料精算

加工・分析
データ可視化のための加工と
分析、場合により住民データと

の連携

住民データLGWAN

行政サービス業務
状況に応じて、住民の安心・安
全を守る業務、住みよい街づく

りのための業務

土木工事

納税

警察・公安

自治体向けデータプラットフォーム（CSPが基盤提供）

住民
ポータルで提供される
サービスを利用

市民サービス

介護・福祉
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欧州グリーンディールにおいて、Smart Cityとは、ICT活用によりリソースの適切な利用と排出の抑制、および都市固有の課題を
Sustainableな解決策で生活の向上を図る（エネルギー、交通、ICT）ものであると定義されています。

ご参考：EUにおけるSmart City
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An official website of the European Union
Home>EU regional and urban development>Topics>Cities and urban development>City initiatives>Smart cities
https://ec.europa.eu/info/eu-regional-and-urban-development/topics/cities-and-urban-development/city-
initiatives/smart-cities_en

スマートシティとは

 スマートシティとは、住民や企業の利益のために、従来のネットワークやサービスがデジタル技術や通信技術を利用してより
効率的になるところ。

 スマートシティでは、情報通信技術（ICT）を利用してだけではなく資源の有効利用と排出量の削減を図る。

 スマートシティとは、よりスマートな都市交通ネットワーク、水供給や廃棄物処理施設の改善、建物の照明や暖房の効率化
などを指す

 よりインタラクティブで応答性の高い都市行政、より安全な公共空間、高齢化する人口のニーズに対応することも意味する

スマートシティとコミュニティに関する欧州のイノベーション・パートナーシップ

 スマートシティとコミュニティに関する欧州イノベーション・パートナーシップ（EIP-SCC）は、欧州委員会が支援するイニシア
チブで、都市、産業界、中小企業、銀行、研究機関などが一堂に会している

 より持続可能な統合ソリューションを通じて都市生活を向上させることを目的としており、エネルギー、モビリティ、交通、ICT
などの様々な政策分野から都市特有の課題に取り組んでいる

 革新的なソリューションを開発し、都市のガバナンスに参加するために、市民、産業界、その他の関心のあるグループの関与
を基盤とする

https://ec.europa.eu/info/index_en
https://ec.europa.eu/info/eu-regional-and-urban-development_en
https://ec.europa.eu/info/eu-regional-and-urban-development/topics_en
https://ec.europa.eu/info/eu-regional-and-urban-development/topics/cities-and-urban-development_en
https://ec.europa.eu/info/eu-regional-and-urban-development/topics/cities-and-urban-development/city-initiatives_en
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EUからのTop Downでの施策・方向付けが欧州グリーンディールとして定義されています。都市としての取り組みにおいて、経済やIT技
術の開発は手段であり生活の質や持続可能性の視点からの価値実現を目標としています。最終的には、世界各地のSmart Cityと
の連携や都市OSの標準化など個別の取り組みから集合知など普遍化を図っています。

ご参考：欧州グリーンディール
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気候変動と環境悪化を存在への危機と認識

欧州の経済構造の変革（=Sustainable）を狙う

欧州グリーンディール

 気候変動と環境悪化は、欧州と世界にとって存在する脅威

 これらの課題を克服するために、欧州は、欧州連合を近代的で資源効率が高く、競争力のある経済へと変貌させる新たな
成長戦略が必要

 2050年までに温室効果ガスの純排出をなくす

 経済成長と資源利用の関係の再構築(Decoupling)

 人も地域も取り残さない

 欧州グリーンディールは、EUの経済を持続可能なものにするための計画

 気候と環境の課題を機会に変え、すべての人にとって公正で包括的な移行を実現することで、これを実現することが可能



Thank you

Yutaka ONUMA

Connected Enterprise

Industry, Value and Architecture - Japan
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